




-26-

きべりはむし，40 (1)，2017．

図 6　本土産ウスバカゲロウ科 3齢幼虫（背面模式図）　A. コウスバカゲロウ B. クロコウスバカゲロウ C. ウスバカゲロウ D. マダラウスバカ
ゲロウ E. コマダラウスバカゲロウ F. モイワウスバカゲロウ G. カスリウスバカゲロウ H. コカスリウスバカゲロウ I. リュウキュウホシウ
スバカゲロウ J. ヒメウスバカゲロウ K. オオウスバカゲロウ L. ハマベウスバカゲロウ（マダラウスバカゲロウ，モイワウスバカゲロウは
Matsumoto et al. (2016) を基に作図）
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図 7　本土産ウスバカゲロウ科 3齢幼虫（腹面模式図）　A. コウスバカゲロウ B. クロコウスバカゲロウ C. ウスバカゲロウ D. マダラウスバカ
ゲロウ E. コマダラウスバカゲロウ F. モイワウスバカゲロウ G. カスリウスバカゲロウ H. コカスリウスバカゲロウ I. リュウキュウホシウ
スバカゲロウ J. ヒメウスバカゲロウ K. オオウスバカゲロウ L. ハマベウスバカゲロウ（マダラウスバカゲロウ，モイワウスバカゲロウは
Matsumoto et al. (2016) を基に作図）．
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図 8　本土産ウスバカゲロウ科 3齢幼虫（生体写真）　A. コウスバカゲロウ B. クロコウスバカゲロウ C. ウスバカゲロウ D. コマダラウスバカゲ
ロウ E. カスリウスバカゲロウ F. コカスリウスバカゲロウ G. リュウキュウホシウスバカゲロウ H. ヒメウスバカゲロウ．
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図 8（続き）　本土産ウスバカゲロウ科 3齢幼虫（生体写真）　I. オオウスバカゲロウ J. ハマベウスバカゲロウ．

図 9　兵庫県産ウスバカゲロウ科 卵　A. コカスリウスバカゲロウ B. ヒメウスバカゲロウ C. ホシウスバカゲロウ D. ホシウスバカゲロウ．
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図 10　生息環境　A. 三田市福島 有馬富士公園（ウスバカゲロウ） B. 南あわじ市 吹上浜（クロコウスバカゲロウ） C. 三田市福島 有馬富士公園（コ
マダラウスバカゲロウ） D. 三田市福島　有馬富士公園（カスリウスバカゲロウ） E. 姫路市 家島 清水の浜海水浴場（コカスリウスバカゲロウ） 
F. 南あわじ市 吹上浜（リュウキュウホシウスバカゲロウ） G. 高砂市阿弥陀町 北山（ヒメウスバカゲロウ） H. 南あわじ市 吹上浜（コカスリ
ウスバカゲロウ，オオウスバカゲロウ）．
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はじめに
兵庫県におけるヨツボシゴミムシ亜科の種類を整理

しておきたい．掲載記録は種ごとに文献記録と標本記録
に分け，文献記録については記載された県内の記録地名
と出典情報を明記した．標本記録については，筆者の手
許にある県内標本及び知人の未公表データのなかから，
原則１産地１例とし，採集頭数・採集地・採集年月日を
明記した．採集者については，筆者以外のものは採集者
を明記し，筆者採集のものはこれを省略した．生息環境
や生態情報，全国分布，基産地などについても知り得た
範囲で記述した．

各種解説
ヨツボシゴミムシ亜科　Panagaeinae

日本には 8属 15 種が知られており，兵庫県産は次
の 4属 6種に整理された．
ヨツボシゴミムシ属　Genus Panagaeus
日本には 3種が分布し，兵庫県産は次の 1種である．

１． ヨ ツ ボ シ ゴ ミ ム シ　Panagaeus japonicus Chaudoir, 
1861

【文献記録】氷上郡［山本義丸 ,1958］；洲本市安乎町［堀田

久 ,1959］；氷上郡［岸田剛二・辻啓介 ,1975］；氷ノ山，扇ノ山，

出石［高橋匡 ,1982］；神河町砥峰高原［八木剛ほか ,2003］

【標本記録】1ex, 香住町小原 ,10-VIII-2001；2exs, 千種町ちく

さ高原 ,6-VII-1997；1ex, 千種町峰越峠 ,17-V-1998；1ex, 養

父市ハチ高原 950m,30-VII-2011；1ex, 出石町 ,6-VIII-1992；

4exs, 神河町峰山高原 ,8-VI-2013；1ex, 大河内町坂ノ辻峠 ,25-

VII-1999；1ex, 篠山町川原 ,22-IV-1988, 田中勇；4exs, 神戸市

道場 ,17- Ⅰ -1992.

原産地は日本であるが場所ははっきりしない．日本
では北海道，本州，四国，九州に，海外では朝鮮，中国，
東シベリアに広く分布する．兵庫県では河川や草地など
の開放的な環境で得られることが多いが，疎林や林縁部
などで見られることもある．冬季は朽ち木や土中で越冬
することが多く，しばしば他種が混じった集団越冬が観
察される．最近は目に付く機会が大変に少なくなった．

クビナガヨツボシゴミムシ属　Genus Tinoderus
日本産は次の 1種である．

２． ク ビ ナ ガ ヨ ツ ボ シ ゴ ミ ム シ　Tinoderus singularis 
(Bates, 1873)

【文献記録】宝塚市安倉［小田中健 ,1993］

原産地は長崎．日本では本州，四国，九州に，海外
では中国に分布する．関東地方では少なからず見られる
が，近畿地方では大変に希で採集記録も少ない．冬季は
朽ち木や土中で成虫越冬するが，前種に混じって得られ
ることもある．頭部が細長いことから特殊な食性を連想
させるが，生態情報についての正式な報告は確認できな
かった．戸澤・福貴 (1933) は本種をコヨツボシゴミと
称し，ヨツボシゴミムシに比べて大変少ないと記述して
いる．画像は茨城県取手市産．

オオヨツボシゴミムシ属　Genus Dischissus
日本には 3種が分布しており，兵庫県ではこのうち

2種の記録がある．
３．オオヨツボシゴミムシ　Dischissus mirandus Bates, 

1873
【文献記録】神戸市御影［関公一 ,1934］；氷上郡［山本義

丸 ,1958］；氷上郡［岸田剛二・辻啓介 ,1975］；神戸市御

影 ,Kammaki, 芦屋市 , 甲東園 , 川西市大和［高橋敞 ,2012］

【標本記録】7exs, 姫路市浜手緑地 ,26-IX-1989.

原産地は長崎．日本では本州，四国，九州，海外で
は中国，台湾に分布する．地域による多少の斑紋変異が
あり，九州や屋久島など南方地域では後半の黄色斑紋が
縮小する傾向がある（画像は和歌山県産）．関西地方で
は比較的大きな河川周辺の草地や河畔林などで得られる
ことが多いが，姫路市内の緑地公園でまとまって採集し
たことがある．また，氷ノ山坂の谷林道（宍粟市）の樹
林帯の朽ち木中で得られた事例（20exs くらい，1984
年 11 月，北山私信）や宍粟市赤西林道の樹林での確
認例（1ex 死体，2011 年 8 月，下野私信）などもあ
り，得られた環境だけで生息条件を区分することが難し
い．冬季は土中や朽ち木で成虫越冬し，しばしば集団と
なる．小菅 (1948) は本種をハガタヨツホシゴミムシと

きべりはむし， 40 (1): 31-33

兵庫県のヨツボシゴミムシ亜科

森 正人 1)
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称し，斑紋の形が人の歯の形に似ている事を記述してい
る．

４． ニ ッ ポ ン ヨ ツ ボ シ ゴ ミ ム シ　Dischissus japonicus 
Andrews, 1933

【文献記録】氷上郡［山本義丸 ,1958］；篠山町［岸田剛二 ･辻

啓介 ,1975］；出石町ほか［高橋匡 ,1982］；宝塚市切畑字長尾

山［小田中健 ,1993］；神戸市須磨一ノ谷 , 西宮［高橋敞 ,2012］

【標本記録】1ex, 宍粟市赤西渓谷 ,20-VIII-2016；1ex, 但東町尉

ケ畑峠 ,9-VIII-2001；4exs, 加西市青野ヶ原 ,21-V-1994；1ex,

洲本市柏原山 ,19-X-2003.

日本では本州，四国，九州，南西諸島，海外では中
国，台湾に分布する．南西諸島には本種によく似たアシ
グロヨツボシゴミムシ Dischissus notulatus Fabricius, 1801

も分布している．筆者の採集経験では，かなり湿潤な
草間で得られることが多かったが，前種と同様に生息
環境の区分が難しい．なお，Fedorenko(2015) は新属
Adischissusを新設して本種を含めているが，論文未見の
ため，ここでは従来通りの扱いとした．

ケブカゴミムシ属　Genus Peronomerus
日本には 3種，兵庫県ではこのうち 2種が記録され

ている．
５．イグチケブカゴミムシ　Peronomerus auripilis Bates, 

1883
【文献記録】出石町ほか［高橋匡 ,1982］；宝塚市売布ガ丘 , 武

田尾駅［小田中健 ,1993］

【標本記録】1ex, 上郡町柏野 ( 千種川 ),10-V-2003；1ex, 加古

川市八幡町 ,4-VI-1993；1ex, 加古川市加古川左岸山陽電車鉄

橋付近 ,26-III-1998, 田中勇；1ex. 三木市美嚢川 ,16-III-1996；

2exs, 神戸市藤原台 ,13-VII-1987；1ex, 神戸市道場 ,26-VI-1991．

原産地は京都と東京．日本では北海道，本州，四国，
海外では中国，極東に分布している．湿地や水辺で得ら
れることが多く，灯火にもよく飛来する．冬季は朽ち木
などで得られることが多い．なお，調べた範囲では本種
の四国からの記録は確認できなかったが，手許に高知県
産の標本（1♂，伊野町八田仁淀川，22-V-2001，森正
人採集）があるので，ついでながらここで公表しておき
たい．

６． ク ロ ケ ブ カ ゴ ミ ム シ　Peronomerus nigrinus Bates, 
1873

【文献記録】猪名川［大倉正文 ･上野俊一 ,1955］；加古川河口

［高橋敞 ,2012］ 

【標本記録】2exs, 養父市八鹿町宿南円山川 ,19-V-2011；1ex,

赤穂市千種川 ,9-XII-2000；5exs, 上郡町鞍居川 ,4-VII-2011( テ

ネラル )；1ex, 上郡町柏野千種川 ,10-V-2003；2exs, 揖保川町

揖保川 ,13-VII-2002；1ex, 但東町 ,18-VI-1992；1ex, 神戸市道

場 ,1-III-1992．

原産地は長崎．日本では本州，四国，九州に分布し，
南西諸島からの記録もある．湿地や水辺で得られること
が多く，灯火にも飛来する．冬季は朽ち木などで得られ
る．上郡町鞍居川で得られた 5頭はすべて体が硬化し
ていない新成虫であり，この時期が成虫発生期であるこ
とが確かめられた．

ヨツボシゴミムシ亜科の種類は，どれもそこそこ珍
しいうえに，ゴミムシ類としては色彩や斑紋の目立つも
のが多く，見つけると少し嬉しくなる．ケブカゴミムシ
属は湿地や水辺を狙えば何とか採集できそうだが，ヨツ
ボシの類は活動期に狙って採ることが大変難しい．それ
は生息環境や生息要因が充分に把握されていないこと，
さらには食餌生物が不明なことも要因なのだろう．効果
的なのは越冬個体の採集で，朽ち木や切り株，崖などの
土中で見つかることが多い．食性などの生態情報や記録
はほとんど無いが，須田 (2015) は別属ながらマルガタ
オオヨツボシゴミムシ Craspedophorus mandarinusの幼
虫が，飼育下ではナメクジを好んで食べることを報告し
ている．そういえば，クビナガヨツボシゴミムシの細く
伸びた頭部は，ある種の陸産あるいは水生貝類の捕食に
適応した形状に思えるがどうなのだろう．今後の生態観
察や飼育研究などを期待している．
最後に貴重な情報を頂いた北山健司さん（枚方市），

下野誠之さん（箕面市），田中勇さん（西宮市）にお礼
を申し上げる．

引用文献
堀 田 久 ,1959. 淡 路 島 産 甲 虫 類 目 録 (2). 兵 庫 生
物 ,3(5):376-378.

岸田剛二・辻啓介 ,1975. 兵庫県多紀郡篠山町附近の歩
行虫 . きべりはむし ,4(1/2);16-25．

小菅謙蔵 ,1948. 昆虫の採集 .187-198.
小田中健 ,1993. 宝塚の昆虫Ⅱ 甲虫目 ( Ⅰ )，宝塚市 .
大倉正文・上野俊一 ,1955. 原色日本昆虫図鑑甲虫編 . 
近畿甲虫同好会編 , 保育社 :89.

須田亨 ,2015. マルガタオオヨツボシゴミムシ幼虫
の採集記録と成虫の食性等について .Sayabane 
N.S.(20):26.

関公一 ,1934. 御影町付近産の甲虫目録 .昆虫界 ,2(7):42.
高橋匡 ,1982. 但馬地方昆虫目録 ( 予報第７報 ). ＩＲＡ
ＴＳＵＭＥ ,6:57-76.

高橋敞 ,2012. ゴミムシ類Ｃ . 大阪市立自然史博物館所
蔵甲虫類目録 (2). 大阪市立自然史博物館収蔵資料目
録 ,(44);57-170．

戸澤信義・福貴正三 ,1933. 大阪附近の歩行虫類（其の
２）. 昆虫世界 ,37(428):11-16.
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八木剛ほか ,2003. 砥峰高原の昆虫相 -2002 年の昆虫調
査から -( 第一部 ). きべりはむし , 31(1):1-5.

山本義丸 ,1958. 兵庫県氷上郡昆虫目録 , 氷上の自然第
３集 . 兵庫県立柏原高等学校生物教室．

1. ヨツボシゴミムシ 3. オオヨツボシゴミムシ 4. ニッポンヨツボシゴミムシ

5. イグチケブカゴミムシ 6. クロケブカゴミムシ

2. クビナガヨツボシゴミムシ
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たんぽう

兵庫県伊丹市猪名川河川敷で記録された 2 種のチョウ類

長田庸平
筆者は兵庫県伊丹市の猪名川河川敷で記録した注目

すべきチョウ類について報告する．本記録地は大阪空港
に隣接し，シルビアシジミ Zizina emelinaの生息地とし
て知られる．

ツマグロキチョウ　Eurema laeta

本来は大阪近郊では少ない種で（大阪昆虫同好会，
2005；2013），生息地の減少により大阪府では絶滅危
惧種に指定されている（大阪府，2014）．しかし，近年
は京阪神近郊での記録が増加しており，（近藤，2015；
宇山，2016 など），兵庫県伊丹市でも昆陽池（後北ら，
2012；坂本・五十川，2016）や猪名川河川敷（加藤，
2016）でも記録されるようになった．
筆者は 2017 年 4 月に河川敷の草むらを飛翔してい

た越冬明けの雌を採集した．

記録：1♀，兵庫県伊丹市東桑津，30. IV. 2017. 筆者採集

キマダラセセリ　Potanthus flavus

阪神地区の都市部では記録の少ない種で，近郊で
は大阪府豊中市の服部緑地（大阪昆虫同好会，2005；
2013）や兵庫県伊丹市の昆陽池公園（後北ら，2012）
などに生息している．それ以外の場所では都市化により
減少している．
筆者は 2017 年 6月に新鮮な個体を 2個体撮影した．

空港に隣接する木立のほとんどない草原である．

記録：2exs, 兵庫県伊丹市東桑津，20. VI. 2017. 筆者撮影

本記録にあたり，奥山清市氏・松田真平氏・森地重
博氏・長島聖大氏・渡辺康之氏からは分布情報や文献情
報をご教示いただいた．厚くお礼申し上げる．

〇引用文献
後北峰之・奥山清市・坂本　昇・野本康太・角正美雪・
長島聖大，2012．伊丹市昆虫館収蔵資料目録 昆陽
池公園の昆虫．伊丹市昆虫館．

加藤琢磨，2016．伊丹市におけるツマグロキチョウの
採集記録．大昆 Crude (60): 9.

近藤伸一，2015．兵庫県におけるツマグロキチョウの
大発生について．きべりはむし 38 (1): 6-12.

大阪府，2014．大阪府レッドリスト 2014．大阪府環
境農林水産部みどり・都市環境室 みどり推進課．

大阪昆虫同好会，2005．大阪府の蝶．大阪昆虫同好会．
大阪昆虫同好会，2013．大阪府の蝶増補改訂版．大阪
昆虫同好会．

坂本　昇・五十川謙，2016．-5 年ぶりの再発見 - ツマ
グロキチョウ. いたこんニュース第26号 , 13 (2): 3.

宇山喜士，2016．大阪府でのツマグロキチョウの記録．
大昆 Crude (60): 10.

(Yohei OSADA 大阪市立自然史博物館 )
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兵庫県における蝶数種の新知見

広畑政巳
1）キアゲハの食餌植物
広畑・近藤（2007）に本種の兵庫県における食餌植

物としてセリ科のシシウド，カワラボウフウ，ニンジ
ン，ミツバ，セリ，パセリ，マツバゼリを報告したが，
２０１７年４月１６日に高砂市高砂町の加古川河口の河
川敷にてハマボウフウに産卵する本種を確認しているの
で兵庫県における食餌植物として報告する．

2）キタキチョウがノビタキに捕食される
コムラサキがサンコウチョウに捕食された例（広

畑，2017），アオスジアゲハがトノサマガエルに捕食さ
れて例（広畑，2016）は報告してきたが，2016 年 10
月 11 日に太子町原にてキタキチョウがノビタキに捕食
されるのを撮影しているので報告する．また，2016 年
10 月 21 日には加古川市志方町畑においてオンブバッ
タの♂がノビタキに捕食されているのを撮影している．
蝶の幼虫は捕食される例は多く見かけるが成虫が捕食さ
れるのを見ることは少ないと思われるので報告した．

3）姫路市における蝶数種の新産地
広畑・近藤（2007）やそれ以降に報告されていない

と思われる産地として次の 4種の新産地を確認してい
るのでその記録を報告する．

（1）キマダラモドキ
姫路市におけるこれまでの記録は山田町，船津町，

書写，刀出，林田町，菅生澗，安富町三坂など限られた
生息地しか報告されていない．個体数は多くないにして
も市内全域にもっと広く分布しているように思われる．
この度次の三箇所で成虫を確認しているので報告する．

【撮影記録】

姫路市白鳥台　1♂　25- Ⅷ -2015　広畑政巳（撮影）

姫路市六角　1♂　24- Ⅵ -2015　広畑政巳（撮影）

姫路市実法寺　1♀　19- Ⅸ -2015　広畑政巳（撮影）

（2）オオムラサキ
姫路市の従来の記録としては林田町山田，夢前町文

殿，同町前之庄，同町菅生澗，同町小畑しか報告がない．
その他の生息地として姫路市石倉，同市増位山などでも
生息が確認されており，もっと広く分布しているものと
思われる．筆者の住まいのある白鳥台でも裏山で生息し
ていることを確認しているので姫路市の未発表の記録と
併せて報告する．

【採集・撮影記録】

姫路市白鳥台　6幼虫　31- ⅩⅡ -2011　広畑政巳（採集）

姫路市夢前町寺　1♂　25- Ⅵ -2015　広畑政巳（撮影）

（3）コムラサキ
姫路市における採集記録は極端に少なく，これまで

姫路市広畑，姫路市飾磨区，姫路市京見山の記録しか発
表されていない．筆者は姫路市の中心地と白鳥台でも生
息を確認しているので報告をする．
姫路市の中心地とは本町の白鷺小中学校で，運動場

の南にあるシダレヤナギで毎年発生している．2012 年
の運動会の時以来その木では毎年成虫が数頭見られる．
しかし，残念なことに木が伐採されて 2017 年にはその
姿は見られなくなった．

【撮影・目撃記録】

姫路市本町　数頭　27- Ⅴ -2012　広畑政巳（目撃）

姫路市白鳥台　1♂　8- Ⅵ -2016　広畑政巳（撮影）

姫路市六角　1♂　27- ５-2016　広畑政巳（撮影）

〇参考文献
広畑政巳・近藤伸一，2007．兵庫県の蝶　自刊
広畑政巳，2016．アオスジアゲハの天敵　ゆずりは
（71）：62

広畑政巳，2017．コムラサキの天敵　ゆずりは（72）：
63

（Masami HIROHATA　姫路市）

ナカモンカギバを兵庫県福崎町および市川町で採集

坪田 瑛
ナカモンカギバ (Cilix filipjevi) はカギバガ科カギバガ

亜科のガで本州では岐阜，愛知，兵庫，島根の各県，四
国では香川，高知県また最近では大阪府でも採集されて
いるが，産地が局限され，稀な種とされている．幼虫は
ズミやリンゴに寄生すると言われているがその詳細は未
解明な部分が多い．
筆者は 2017 年 5 月に兵庫県神崎郡福崎町で，また

同年 8月に兵庫県神崎郡市川町でそのナカモンカギバ
をそれぞれ一頭を採集したので報告する．

福崎町のナカモンカギバ
福崎町の東端に日光寺山がありその中腹に日光寺が

ある．その登山道の中程で 5月 2日にライトトラップ
を行ったところ，午後 10 時 40 分にナカモンカギバが
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１頭飛来した．その時の生態写真と展翅写真が図１およ
び 2である．

市川町のナカモンカギバ
8 月７日の午後 9時 40分頃に，市川町屋形の播但連

絡自動車道にある市川サービスエリアの上下線を往来す
るための地下トンネル通路の西側の出口付近でナカモン
カギバガいるのを見つけた．白い壁に静止しているとつ
い見過ごしてしまうところであった．その時に撮影した
のが図 3である．このガも毒瓶に捕らえたが展翅に失
敗してしまったので展翅標本はここでは提示しない．
両町でのナカモンカギバとも全く擦れていない新鮮

な個体であった．
以上，福崎町と市川町でのナカモンカギバについて

報告したが，本種は希少種ではあるが薄く広範囲に生息
しているものと思われる．

○参考文献
Digital Moths of Japan，ナカモンカギバ．http://www.
jpmoth.org/Drepanidae/Drepaninae/Cilix_filipjevi_
malivora.html

（Teru TSUBOTA　兵庫県神崎郡市川町）

図 1　福崎町のナカモンカギバ　著者撮影 .

図 2　福崎町のナカモンカギバの展翅標本　著者撮影 .

図 3　市川町のナカモンカギバ　著者撮影 .

2017 年の兵庫県市川町でのシンジュキノカワガの採集
記録

髙橋輝男
シンジュキノカワガ（Eligma narcissus）は中国原産

のガで，コブガ科シンジュガ亜科に属しており開張は
67～ 77mmの大型で極めて美しいヤガである．発生時
期は 4～ 5月および 9～ 10 月とされている（江崎ら，
1999）．
2015，2016 の 2 年間，兵庫県市川町にある播但自

動車連絡道の市川パーキングエリア付近でこのガを観
察・採集しているが（髙橋，2016），今年も当該パーキ
ングエリア内で♂♀各 1頭を採集したので報告する．

1 頭目のシンジュキノカワガ
10 月 25 日の午後 9時頃に当該パーキングエリア内

の下り線側にある西側の通路を歩いていると突然大型の
ガが下側の林から水銀灯に向かって舞い上がってきた．
後翅の黄色い部分がチラッと見えたので，すかさず持参
していた小さな捕虫網で捕獲した．生体写真を撮影する
ために明るい所に行きコンクリートの壁に止まらせて撮
影したものが図１であり，全く損傷のない羽化直後と思
われる大変綺麗な個体であった．手に乗せると図 2の
ように擬死状態になった．この個体を展翅したものが図
３で，♂であった．
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2 頭目のシンジュキノカワガ
その後も探索を続けた結果，10 月 29 日の午後 10

時少し前に，2頭目のシンジュキノカワガが１頭目の時
と同じく西側のテラス付近の階段で１頭目と同じように
下側の林から水銀灯に向かって舞い上がってきた．２頭
目のガはあちこち飛び回り最終的に図 4のように上下
線を往来するためのトンネルの西側入り口の壁面上部で
静止した．その個体は手に取っても図 5のように擬死
状態にはならなかった．図 6は 2頭目のシンジュキノ
カワガの展翅標本である．この個体は♀であった．
今回報告したシンジュキノカワガの採集場所は 2015

年と 2016 年に観察・採集した場所とほぼ同じ所である．
３年にわたる観察で発生場所は当該パーキングエリアの
西側と推定される．
今年は発生時期が前年より少し遅いように感じられ

たので 11月上旬まで探索を続けたがそれ以上見つける
ことは出来なかった．なおこのガの発生時期はすでに述
べたように 4～ 5月および 9～ 10 月とされているが，
当該パーキングエリアではこの 3年間では 10月下旬に
しか観られていない．ガの発生の周年経過と関係がある
ものと思われる．

〇参考文献
江崎悌三・一色周知　他　共著，1999．改訂新版 原色

日本蛾類図鑑（下）．p.132，保育社
髙橋輝男，2016．二年連続して兵庫県市川町でシンジュ

キノカワガを観察・採集．きべりはむし，39( １): 
22-23.

（Teruo TAKAHASHI　兵庫県神崎郡福崎町）

図 3　10月 25 日に採集したシンジュキノカワガの展翅標本　
著者撮影 .

図 4　10月 29日に採集したシンジュキノカワガ　著者撮影 .

図 5　10月 29日に採集したシンジュキノカワガ　著者撮影 .

図 6　10月 29日に採集したシンジュキノカワガの展翅標本　
著者撮影 .

図 1　10月 25日に採集したシンジュキノカワガ　著者撮影 .

図 2　10月 25日に採集したシンジュキノカワガ　著者撮影 .
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兵庫県西宮市でヤシオオオサゾウムシが発見される

川﨑菜穂子・川﨑安寿
兵庫県西宮市学文殿町の某小学校内にある学童保育の

育成センターに持ち込まれた昆虫にまつわる騒動記です．
2017 年 11 月 7日放課後，育成センターへ通ってく

る小学 1年生の男子児童が，「先生この虫なに？」と虫
を手に持ちやってきました．小ぶりのクワガタムシのよ
うなサイズ，尖った鼻（？），鮮やかなオレンジ色に不
思議な模様．図鑑（NEO）にも載っていません．形はゾ
ウムシ（？）．でもこんな大きなのはいないはず…．集まっ
てきた子どもたちの中には「俺，虫に詳しいねん！きっ
とこれはゾウムシモドキや！」なんて言う子も…．
家に持ち帰り調べたところ，ヤシオオオサゾウムシと

判明．外来種とのこと．翌日センターの飼育ケースに入
れて昆虫ゼリーを与え，展示することにしました．「日
本にはあまり住んでいない，南の国から来た虫です．　
○○くんが見つけたよ．」とみんなに紹介すると，一躍
○○くんはヒーローです．子どもたちにはとてもカッコ
いい虫のようで，「僕も欲しい！」「どこにいるの？」と
○○くんが見つけた場所が人気スポットになり，翌日別
の子が2匹目を見つけました．その後も子どもたちは探
したようですが，見つからず，20日後の11月27日，ブー
ムが過ぎ去ろうかという頃に再び3匹目が見つかりまし
た．偶然かもしれませんが，見つかった日はいずれもこ
の時期にしては暖かいと感じた日だったように思います．
見つけた子は自分だけのものにして，家に持ち帰り

たいと言っていましたが，「この虫はね，西宮にはもと
もといない虫なの．外へ飛んで行ってこの虫が増えたら
みんなが大切にしているヤシの木が枯れてしまうかもし
れないよ．」と精一杯の説明をして，センターの飼育ケー
スの中だけで飼うことに納得してもらいました．夜にな
ると寒くなるのでセンターを出るときに携帯カイロをタ
オルに包んでケースを温めています．3匹中 2匹は元気
ですが，最初に見つかった１匹はそもそもけがをしてい
たので 1週間後に死んでしまいました．

【本種の解説】
本種は東南アジアに分布するが，国内で最初に確認

されていたのは大東諸島で初記録年代は不明．沖縄島で
の初記録は 1975 年．また本土での初記録は 1998 年の
宮崎県日南市で，兵庫県では淡路島のみで記録されてい
るが，兵庫県の本州側では初記録と思われる．今回発見
された 3 個体はいずれも校内のカナリーヤシ（フェニ
ックス）の木から数 m 離れた地面で見つかった．

後日，このヤシの木 2 本のうち，1 本が枯れている
ことから川崎菜穂子が学校へ報告．その後，学校からの
連絡を受けた西宮市環境学習都市推進課の方が植物防疫

所に届けるため，死んだ個体を持ち帰った．

○参考文献
国立環境研究所　侵入生物データベース　ヤシオオオ
サ ゾ ウ ム シ　http://www.nies.go.jp/biodiversity/
invasive/DB/detail/60510.html

（Naoko KAWASAKI　兵庫県西宮市）
（Anju KAWASAKI　兵庫県立大学環境人間学部）

図 1　昆虫ゼリーで飼育中のヤシオオオサゾウムシ .

図 2　育成センターにて飼育している様子 .

図 3　校内に植栽されているカナリーヤシ（フェニックス）の木 .
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ニッポンハナダカバチが兵庫県佐用町大撫山で営巣

八木 剛・堀内湧也
2017 年 8 月 5 日，兵庫県佐用町西河内の兵庫県立

西はりま天文台公園内「キャンプファイヤー場」で，ニッ
ポンハナダカバチ Bembix niponicaの営巣を確認した
（図 1）．キャンプファイヤー場は，大撫山山頂（標高
435m）から南南西に約 150m，標高約 420m地点にあ
る．その一角に，３m四方程度，おそらく凹地の解消
のため新鮮な真砂土が投入されており，そこに，数個体
の本種の営巣が見られた．同所的にクロアナバチも営巣
していた．

本種は，兵庫県内では，淡路島と日本海側の自然
海岸に生息していることが知られている（遠藤ほか，
2007）ほか，神戸市須磨区離宮前町の児童公園（山口，
2002），神戸市須磨区高倉台の街区公園の砂場（高島，
2015），三田市西部の小学校内の砂場（中峰，2015）
といった，人為的に創出された砂地での営巣も記録され
ている．
今回の発見地点は，最寄りの海岸から直線距離で

25km 強の内陸部に位置するだけでなく，山頂付近で
あるという点で，他の事例とは立地条件を異にしてい
る．少なくとも学校や河川敷は周囲 1km以内にはなく，
山林環境を越えて上昇しなければ当地へ到達できない．
パッチ状に形成された一時的な砂地を利用すべく分散す
る性質も，本種は備えているのだろう．
なお，当日は，「姫新線イベント列車 第１弾！「むし

むし号」で行くむしとりペナントレース＆むしむしたい
けん in 西はりま天文台公園」（主催：姫新線利用促進・
活性化同盟会）が行われており，キャンプファイヤー場
は，活動拠点として使用されていた（図 2）．約 80 名
の親子連れの参加者やスタッフは，営巣地とその付近を
頻繁に往来していたが，本種の存在はほとんど意識され
ていなかった．地表付近を俊敏に飛翔する本種の性質に
より，個体数が少なければ，一般の人の目には留まらな
いものと察せられた．

◯参考文献
遠藤知二・西本 裕・橋本佳明・中西明徳，2007．兵庫
県北部の砂浜海岸におけるニッポンハナダカバチの
分布．人と自然，No.18, 13-20．

高島孝夫，2015．神戸市須磨区に発生していたニッポ
ンハナダカバチ．きべりはむし，37 (2)，65．

中峰 空，2015．兵庫県三田市西部の小学校敷地内でニッ
ポンハナダカバチが営巣．きべりはむし，37 (2)，
66．

山口福男，2002．児童公園の砂場にハナダカバチが発生．
きべりはむし，30(2): 47．

（Tsuyoshi YAGI　兵庫県立人と自然の博物館）
（Yuya HORIUCHI　宝塚市）

図 1　兵庫県佐用町大撫山（西はりま天文台公園）で営巣して
いたニッポンハナダカバチ .

図 2　その一角で営巣が見られた西はりま天文台公園キャンプ
ファイヤー場．イベント実施のためテントが張られている．営
巣地は写真左から２番目のテントの前あたり .

キバネツノトンボの棲息地続報

東 輝弥
本誌第 37巻第 1号で 3ヶ所の棲息地を報告した（東，

2014）｡ この度もう 1ヶ所棲息地を確認したので報告
する．

図 1　クモの巣にかかった個体 .
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2017 年５月 11 日に加東市上久米でトンボの調査の
ために訪れたときに発見した．ここも農業用ため池で
その堰堤に棲息していた．その際蜘蛛の巣にかかった 1
♂を採集した (図1)．翌12日にも訪れ13♂1♀を確認，
また 1ペアの交尾も観察した ( 図 2）．
この確認において兵庫県内でキバネツノトンボの棲

息地は 4カ所になった．
前回の報告地 3ヶ所は本年 (2017) も棲息を確認した．

◯参考文献
兵庫県自然保護協会，1997．兵庫の野生生物　絶滅が心
配されている動物たち．神戸新聞総合出版センター

兵庫県，2003．兵庫県版レッドデータブック 2003．
兵庫県民生活部環境局自然環境保全課

兵庫県，2012．兵庫の貴重な自然　兵庫県版レッドデータ
ブック2012(昆虫類)．財団法人ひょうご環境創造協会

東輝弥，2014．キバネツノトンボの棲息地．きべりは
むし，37(1): 39-40.

（Teruya AZUMA　兵庫県高砂市）

図 2　交尾中 .

兵庫県芦屋市におけるキマダラカメムシの記録

長田庸平
キマダラカメムシ Erthesina fulloは南方系のカメムシ

で，近年国内では分布拡大をしている外来種である．近
畿地方では，2005 年に初めて京都府八幡市や大阪府枚
方市で発生が確認され（吉鶴・矢崎，2005），その後
は大阪府茨木市でも記録された（谷角，2008）．兵庫
県では 2008 年にたつの市で記録され（佐藤，2008），
2012 年には尼崎市でも確認された（夏秋，2012）．ま
た，兵庫県伊丹市でも普通に見られるようになった（長
島，2016）．筆者は，これまで記録がないと思われる兵
庫県芦屋市で本種を目撃・撮影した．

1ex（写真），兵庫県芦屋市山芦屋町，10. VI. 2017. 筆者撮影

この日は，山芦屋町の住宅地を流れる芦屋川沿いの
コンクリートの壁に静止している本種を確認し，撮影を
行った．芦屋川沿いには，本種の寄主であるソメイヨシ
ノが植栽されており，ここで発生していると思われる．
近年分布拡大している本種の兵庫県南東部における

記録の一例として，報告する．大阪府や兵庫県での分布
拡大の状況より，京阪神でも広く分布拡大している可能
性があり，今後の動向には注意していきたい．
兵庫県における本種の記録に関して，伊丹市昆虫館

の長島聖大氏からご教示いただいた．お礼申し上げる．

〇引用文献
長島聖大，2016．- 伊丹に定着 - キマダラカメムシ . い
たこんニュース第 26号 , 13 (2): 4.

夏秋 優，2012．兵庫県尼崎市でのキマダラカメムシの
記録．大昆 Crude , 56: 41.

佐藤邦夫，2008．キマダラカメムシを兵庫県で採集．
月刊むし , 454: 30-31.

谷角素彦，2008．キマダラカメムシを大阪府茨木市で
採集．月刊むし , 454: 30.

吉鶴靖則・矢崎充彦，2005．キマダラカメムシを関西
地方で確認．月刊むし , 418: 25-26.

(Yohei OSADA 大阪市立自然史博物館 )

淡路島初記録となるベニトンボを採集

稲畑憲昭
筆者は，これまで淡路島から記録のなかったベニト

ンボ Trithemis aurora (Burmeister, 1839)を採集している
ので報告する（図 1）．青木（2017）によれば，2016
年に神戸市から兵庫県初記録となる個体が得られており，
今回採集した個体が県二例目となる．神戸市の記録も
近々公表される予定と伺っている（青木，私信）．
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場所は，岩屋港に流入する長谷川上流のため池であ
る（図 2）．ため池の縁から，水面に倒れて張り出した
枯れ枝先端に静止している個体を採集した．周辺も探索
したが，他の個体は発見できなかった．9月にも当地を
訪れ，本種を探したが見つけられなかった．仮に四国か
ら侵入したとすると，既に淡路島全域に生息している可
能性は高いと思われ，島内での分布状況を把握すること
が望まれる．
最後に，兵庫県の記録の有無を御教示くださった青

木典司氏に深謝申し上げる．また，標本は人と自然の博
物館に寄贈する予定である．

○参考文献
青木典司，2017．兵庫県とその近隣のトンボたちリ
スト．ベニトンボ．神戸のトンボ．（ http://www.
odonata.jp/01live/Libellulidae/Trithemis/aurora/
index.html）（2017 年 10 月 15日アクセス）

（Noriaki INAHATA 京都府京都市）

図 1　1♂，兵庫県淡路市岩屋，2017. VII. 9. 筆者採集．

図 2　長谷川上流のため池．

南あわじ市でスナアカネ，神戸市中央区でオナガアカネ
を確認

八木 剛・池田 大
わが国ではいずれも偶産とされる２種のアカネ属

（Sympetrum）のトンボを兵庫県内で確認したので，記録
しておく．

１．スナアカネ　Sympetrum fonscolombii
2017年9月9日　1♂　兵庫県南あわじ市阿万吹上町 吹上浜（図1）

国立淡路青少年交流の家主催事業「AWAJI むしむし
キャンプ」における 99 名の参加者の一人（成人男性）
が採集した個体を，池田と八木が確認した．採集者によ
ると，同種と思われる別個体も発見したが捕獲できな
かったとのことであった．砂浜の後背草地にいたとい
う（図 2）．当日の天候は晴れ．他のアカネ属は見られず，
多数のウスバキトンボと，シオカラトンボ，ギンヤンマ，
アオモンイトトンボが，キャンプ参加者によって捕獲さ
れていた．

２．オナガアカネ　Sympetrum cordulegaster
2017 年 10 月 5 日　1 ♂　兵庫県神戸市中央区北長狭通 4丁目 

神戸市立神戸幼稚園内（図 3）

園庭に植栽されたソメイヨシノの，高さ 3.5m程度の
枝先に静止していた個体を，八木が捕獲した．虫探しを
していた 65名の園児と教員らは本個体の存在に気づい
ていなかった．幼稚園の周辺は官公庁や高層住宅が建ち

図 1　南あわじ市で捕獲されたスナアカネ .

図 2　スナアカネが捕獲された南あわじ市吹上浜 .
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並び，園庭は都市環境における島状の緑地の一つとなっ
ている（図 4）．当日の天候は曇り．アカネ属を含め他
のトンボ類は見られなかった．

（Tsuyoshi YAGI　兵庫県立人と自然の博物館）
（Hiroshi IKEDA　三田市有馬富士自然学習センター）

図 3　神戸市中央区で捕獲されたオナガアカネ .

図 4　オナガアカネが捕獲された神戸市立神戸幼稚園の園庭 .

京都府舞鶴市冠島で観察された昆虫の記録

宮武頼夫
2017 年 7月 20 日，大阪市立自然史博物館の初宿成

彦氏代表のもと，特別許可をとって冠島（図 1）でヒメ
ハルゼミの生息確認の調査が行われた際，総数 10名の
一行に私も加わることができた．残念ながらヒメハルゼ
ミは鳴き声も抜け殻も確認することができなかったが，
数種の昆虫を確認することができた . なかなか調査する
ことができない所なので，普通種ばかりであるが，記録
しておきたい．

ニイニイゼミ（成虫，抜け殻），アオバハゴロモ，アオ
スジアゲハ，キタキチョウ，ウラギンシジミ，ヤマトタ
マムシ，フキバッタの一種（図 2），ウスバキトンボ．

私の専門のキジラミについて，ホストのトベラ，シャ
リンバイ，オオバグミなどが多く見られ，何度もネット
でビーティングしてみたが，まったく得られなかった.ま
た島内はオオミズナギドリの巣が至る所にあって，歩行
がすこぶる困難であった . 島内に滞在したのは，午後 2
時半ころからおよそ 2時間ほどである．

（Yorio MIYATAKE　NPO法人こどもとむしの会）

図 1　冠島の外観 .

図 2　フキバッタの１種 .
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編 集 後 記

○今年の４月から箕面公園昆虫館の館長に就任し，怒涛の日々を過ごしてきました．想像以上の忙しさで，
昆虫館に勤務しながらほとんど採集や観察に行くことができませんでした．これは多大なる反省点な
ので，来年は業務の進め方を検討して，もうちょっと野外で過ごす時間を増やさねばと考えています．

○箕面公園昆虫館周辺の森はツブラジイやアラカシが主体の照葉樹林なので夜は楽しいのですが，日中の
虫探しはなかなか厳しいものがあります．さらにシカの食害で林床の植生が貧弱になったこともその
難しさに拍車をかけているものと思われます．

○３月まで勤務していた三田市の有馬富士公園は，昆虫に限らずいろいろな生き物がなんと身近で多様な
な場所だったのかと，今更ながらその素晴らしさを再認識しています．５月末に三田市から京都市に
引っ越したこともあり，懐かしさは募るばかりです．

○次号第 40巻第 2号は 2018 年 3月末の発行の予定です．皆様の投稿お待ちしています．

（編集長　中峰 空）
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